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天地の化育をたすく

学力向上へのFIRST STEPを､この一高からスタートし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

生徒の拳力を飛●させるために、先生方の総力を

櫨集して取り組んでいます。



スタート

･z.出発一一

「22

４月

5月

６月

入学式　英語科宿泊学習会　生徒総会

県高校総体　進路講演会

定期試験　一高祭(文化ホール・学校l

球技大会

　　ア月　夏期課外　登校学習会

　　８月　英語科宿泊学習会(山中湖)オープンスクづレ

　　９月　定期試験　進路講演会　甲府一高美術館展

１０月　強行遠足　大学見学会　県新人大会

日月　県芸文祭　定期試験　進路講演会

１２月　研修旅行(２年沖縄)センターシミュレーション

　１月　センター試験　センターチャレンジ

２月　表彰式　イングリッシュセミナー

３月　卒業式　・期試験　球技大会

　　　　海外短期研修(オーストラリア)
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の強行遠足

れ
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Ｘ

　本校の強行遠足は､今年日6周年を迎えます。「歩くことを通して自然に親しみ、大きく

伸びやかな心を雙うとともに自己の体力の限界に挑むことによって、日常では得られぬ

貴重な体験を摺る」ことを目的としています｡近年は健康教育･鹿の教育という側面も重

視して実施しています。

　生徒は「声を撞け､応援してくださる先生､保護者、先輩方の支えや協力があったから

こそ､強行遠足で完走できたと思う。また､何かをやり遂げたというこの達成感は､今檜

の人生において大きな自信になるだろう。」と感想を寄せています｡人生の困難や苦しみ

を自分の力で喜びや満足にかえた自信は、到達した者のみが味わう、大人への大きな一

歩となるでしょう。

本校独自の奨学金
　本校では、学業一人物ともに優れた生徒に対して奨学金を給付する制度が

あります｡この奨学金は昭和41年に始まり、毎年各学年3名計9名の生徒に総

額108万円が給付されます｡この奨学金吝受給することは大変名朧あること

であり、多くの生徒が学業に励むきっかけとなっています。

　また、創立130周年記念覇業として「日新基金」が設立され､個性的で創造

性に童んだ､卓越した指導力を持つ生徒の育成のために、自主的に企画され

た活動に対し､年間100万円を給付します｡卒業生も君を応援しています。

　平成23年度は「がんぱろうニッポン!テニス部プロジェクト」が擢用され宮

城県南三陸町で被災地裁橿活動を行いました。（文部科孝一のＨｐにアップ

されています）
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ゴール

○●鐘地点一一

　g一一a,。

･:松腫裁謹槍印所

●○・ノロ戯●柚ｌ雨

　　　'･市場隷�検印所

　野辺山敵揖槍印所

　｛欄●1,3SOm3

‘ゴール

　●鏑譜�:･!:!! ・

jOまきぱ救護検印雨

⌒″゛恙特毅謹検印隋’S　7一商権裁譜槍印雨
　　　　　　　　　.･ ･･

‰ﾀ須玉救護検印所ｌ 1≫eiii11E小拳校l

∩中田救護検印所●

韮崎救護検印所
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かな学力を養う授業､強行遠足一一高祭･研修旅行･海外短期研修･イン

　　グリッシュセミナーなどの学校行事を通じて､文化の香り高く懐の深い人材

E

成します

／゛｀

ｎ

2年次から進路希望に応じた科目が選択できます｡少人数のきめ細かな授

業により、基礎学力を伸ばし､発展的内容に対応できる学力を養います。

普通科｢特進クラス｣では､発展的内容に重点をーいた効果的指導により

難関大学に合格できるハイレペルな応用力を育成します。
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―宗像帛声･ある１日紹介　普通科編
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グラウンド●儒がある

からＳ加部の一年生の

朝は率い

e l･，

一
一
５ ;校

８：１５

１時間目｢情報｣

　8:30～9:25

　　2時間目｢数学I｣

　　　9:35～10:30

3時間目｢国語総合｣

　10:40～11:35

　　　　4時間目｢体育｣
Ｊ
Ｉ

１１：４５～１２：４０

数学､英語と国語は1年で特に

頑張りたいです!

ゝ

休み鹿間はコモンスペースでくつろげ

ます､ここでお慶を童べるÅもいますよ

からの　加

レンジ

ろ校風

　|/3ay5.わea爪わ1'七泌ug!｣

の絞是にあるように､一高

には前向きﾏ･積極的な生

一一･
l　　僕たち.1年野球剖ral斡(甲加西巾

出掴)jと「佐麗(洩Jli巾出身l)かー

高齢遡科のと凌5る1日を紹介し

ます｡

　　昼休み

12:40～13:20

　　5時間目｢英語1｣

　　　13:35～14:30

　　　　6時間目｢化学基礎｣

　　　　　14:40～15:35
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毎日一生懸命頑張っています
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１５：３５～１５：５０

　　　　　　　：１

１５：５０～
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何でも一番!

徒がたくｊんい１゛す。その　一皆刺い必、　松井　景､５

ような仲間ｙともに勉強(べｄ･･゛一jゆ･奄正中季出Ｕ！

や部活動に取り組むこと　　　　　　・･････　　　･｡'

ﾏ'､文武画道をｉＬ自分を高めマいくこｙがて･き１マ。１た、

伝統行事ずあろ強行虚足を始め､今くの掌波行事が活発

に行われマい支1.一高は伝統波yLマの風諮を感じろｔと

もに、自発的に千ヤレンジマ'きろ自由な波風であるこｙ､そ

れが匙が嚢晴らいヽと感じろ膚｡ﾏ'-す｡高波生活をた裏lt!

たいぞいうﾉく､は.tfひ一高へ!

一高の魅力ｙいえぱ､書ワ

高い伝統y、「一高は伺て･

もー●だ･から一高なん

た!」を圈に日々鍛錬を１

ろ波風ずｔ自分が勉強

を頑張ろうｙ決意した時、

１９：００

下

　１

校

9:

掃除を終わらせ部活動だ!!

00

　Messajy

箭皿に昇　復唱郵乃

(かＵ吠有半忙燧作付川
や.J

裏力のある先生月が丁屎に指導Lﾏくた･か４マ｡また､瓦

虚が砥ったときには､進路を異瓊でせるために全カマ'吋ボー

ﾄをLﾏくれむす｡祁活動については､jﾑたち一高生がー●ず

あろために､先生方11ずなくたく１んの卒濃生も様々な面

ﾏ'サポートしてくれｌｔ瓦は々一高生yLﾏ掌装生活を過

ごttるこｔを綺ﾜに愚っﾏい11.
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奥●のしベルはかなり扁い。予習・僧

圖は万全にすること。

迎柵摯からの　加

届/ご地の

良い場所

同じ中掌校の友ﾒ､が雄一

ﾒ､いない高校て･う主くSIlj治

めろこｙがて･きろのか。瓦

既知ワの漱Ｌい瓦は、この

ことをとても気にLていＩＬ

た。しかL.伺日か経つｙこ

一 一 一 一

一 一 一 一

一 一

一 一

察奮闘は色々な話で握り上かります。

芦訣四年梶谷 釣銭

呻郊/秘叫斟･１Ｍ,ｉ･彗μ）

のこｙｉ全く匙にＬなくなワまＬた｡なぜか、それは一高が

　｢監｣のように温かく､居心地の良い場所だったからて･ｔ一

高には生徒のこｙを葛一に湾えマくれる先生､時に厳Lく時

に優しい先輩､互いに教え必い刺激Lあえろ仲間が式勢い

まｔ生徒､先生ともに蔓かな人材溢れろ一高て･､あなたも

高校生活を泌こ･Lてみまttんか。
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7校時終了｡いそいで剖活に向かいます。

15:35～15:50

　7時間目｢総合英語｣

－ J
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19:00
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又ペシヤリスト

のいるクラヌ、
一 一

「理急ぞ火急のスペシャリ

スﾄがクラスにいるこ乙」

これが英詰糾の式きな強み

だｙ葱い1-t｡クラスに恋

の高い理１ｙ火急の生徒

仙ヽろｙ､志裁糾に卓越し

_‥Me55aS戸

英語斜乙皐　悩ら削ふ

（54刃･？妬Ｌｉｔｔ良則

た力を持ったﾒ､がφず出現Llt｡そういう高いレベルのクラ

スメイトｙ競い愈い､吋には衰え心うこｙﾏ･､各々がレペルアッ

ブLﾏいくことがずき主-す｡また３年間クラス替えがないこｙず、

真の友債が生ﾖﾐれ､苦Ｌい吋には療くの仲間が支えマくれま

す､價は々楽Lくた裏Lた毎日を過ごLﾏい1t義話糾のを鬘

yLﾏ｡皆ｊんy高波生活をi差れるこｙを褒しゐにLﾏいlt
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体育局
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町

瞳上部　水泳部　山岳部　‥'･テニス部　野球部　車球部

サッカー部　バレーポール部　'ラグビー部　バスケットボール部

ハンドボール部　スキー部　･'スケーﾄ部　バドミントン部　柔道部

剣道部　空手部　ソフトテニス部　弓道部　アーチェリー部

(テニス部･アーチェリー部は強化指定)

　゛’コ
　〕;j

･--¶...φ

９０％以上の生徒が部に所麗し､活動をしていまｔ

一高が目指すのは｢文武間道｣で､多くg

－

又 化局･朧朧･外局

者
一

角､.ﾉ

一一j･－S･●-四

Z.･.こここ’－～.・．

大会へ出場しています，

文学部　映画部　自然科学部　弦楽部　美術部　写真部　園芸部

演劇部　書道部　家庭部　茶道部　筝曲部　フォ一クロック部

英語研究部　囲碁将棋部　イラスト研究部　ダンス部　インターアクト部

アカペラ同好会　応援団吹奏楽部　応援団　放送部　新聞部
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■部活動の主な実績(平成２３年度)
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アーチェリー部(男女団体･男子個人４位)

テニス部(男子団体)柔道部(女子個人)

新聞部　美術部　囲碁将棋部(個人８位)

アーチェリー部
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アーチェリー部(男子団体僣勝･男子個人４位)

テニス部(男子)空手部(女子団体)

柔道部〔女子個人〕睦上部

ソフトテニス部〔男子ダブルス〕水泳部

アーチェリー部(男子個人･女子個人７位)

テニス部(男女団体)陸上部

アーチェリー(少年女子優勝)

皿　個7､4位

皿

・放送部
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・大学合格状況(平成２３年度･現役生)

国公立大挙

・北海道

・東京外国語

・信州

・釧路公立

など

私立大学

･･青山学院

l･国立音楽

･･実践女子

一一一一一一
l･創価

l･東海

l･東京理科

･●東京都市

●麻布

●東北薬科

●京都女子

●山梨英和

１
00

●東北

●東京学芸

●静岡

●高崎経済

３２ ５

●亜細亜

●慶応

●芝浦工業

●大正

●東京経済

●東邦
一一
●武蔵野

●神奈川

●埼玉医科

●同志社

●山梨学院
一一-

孝壽忿か６の

濃岳な

ろ草間へ

加

英詰糾の良lyは､決Lて豪

ﾏ･はない環竣の中ﾏI生活が

ﾏ･きるこｙｉ｡英語μに要求

１刺ろこｙに応えるためには

努力ｙ苔きが伴う。ＬかＬ、

あの湛患な３年間は努力Ｌ

た老にＬかlまおうこｙはﾏ‘き

ない量重な経酸てIあろ。真

の喜ぴや仲間ｙの絆､痘痕

感を焉えマくれ、英誦μ全員

が大きく成長Ｌ了いった。１

名合格

●秋田

●東京農工

●京都

●首都大学東京

名合格

　　●大妻女子

　　●工学院

●順天堂

-

-

●拓殖

●東京工科

●東洋

●明治

●神奈川工科

●東邦音楽

●立命館

など

ｋ･ ．�i.j-il一一i.･,･･ .!I-a2.2...

む筑波

4,新潟

4･大阪教育

･･山梨県立

･|学習院

･|國學院

一一一一一一‥

ｏ上智

ｏ玉川

０東京女子

ｏ日本

０明治学院
一一一一一一一一‥

ll鎌倉女子

ｏ狸協

０龍谷

Ｉ
Ｆ

- -

干葉

畠山

神戸

都留文科

北里

国際基督教

成蹊

中央

東京電気

日本女子

立教

関東学院
一－-
文教

奈良

■ ． － 皿

々゛･ｌｊ
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お茶の水女子

金沢

高知

静岡県立

･I共立女子

･|国士舘

･|成城

･|津田塾

･I東京農業

･|法政

一|立正

･I相模女子

･|金沢工業

・健康科学

白白かつ全力

中宮､生のゐな１ん、こんにち

は。瓦はい主勒たな屹てj式ｌ

生:･1を奎ＬんﾏIい１一才。

々の生iiがあるのも。一高ﾏ･

盛ごＬた３年間のおか|ずたと

､i､っマい１‘す。

－高はいい意呟ﾏ･｢自由｣

ﾏ｣。アーチェりー、バンド、勉

強、行暑、１ベマに全カマ'11

ち込むこｙがずきＩＬた。勉

強だ11に儡るのずなく、文武

●電気通信

●山梨

●琉球

●長崎県立

●杏林

●駒潭

●専修

●帝京

●東京薬科
－
●武蔵

●早稲田

●横浜薬科

●聖霜クリストファー

●帝京科学

!?●-四

・」-一一

＿Me55a察

ふ｡｡｡、

面･什i-･.･ぼ･igきら､･､I･S jl､.心･･4w･I

4蘆特出帰託魔

(7-チェーり一りﾌ1－クロ･り11･

　　　　　　敷1μ掌出Ｕ

画道Ｓ式切にＬていろｙいうのが一高の弛みﾏ‘ｔｌた意識の高

い仲間ｙ切磋琢磨しあえろのも良いｙころﾏ･ｔぜひ一高を一度見

に岳てくたかヽ｡後歯は１ゼ１ゼん。

ｌ

ｊ

ｌ

ｊ

Ｉ

ｉ

♂

一i

ｊ

和1柵佐藤県奈

いノフトテニμ1･
　　　･4日脚忌中ねＵ

己を再発見し、政客受験だ11ずなぐ社会八になったとミずも吏要老

なろう経験ができるのが「一英」だ｡中学生のみな１ん､英語科へ

の進客を焉えてみてみてはどうだろうか。



１教育方針

〔1〕勉学に打ち込み､文学一芸絹･スポーツに韻しむ､幅広い軸善を

　身に付けた生徒を育成します。

(2)強い精神力と､社会のため､人のために尽<す行動力を搦に伺け

　た生徒を育成します。

【本校の特色】

田創立130年を越える全国でも指数の伝統校であり、｢文化の香り

　がする懐の深い道学校|を目指しています。

･如専門教育家科の英語科と､特進クラスを始めとする鵜通科の生

　徒が､落ち迦いた環境の申で､Eﾖ々の家習に励んでいます。

③55分授業､習熟度別学習､土曜講座､長期休業中の謨外講座、

　宿泊･登校学習会など､学力向上･進路実現に向けた様々な取り

　組みを行っています。

＠本校i云銃の｢強行遠足|は｡長い距離を歩き､体力の限界に挑む

　中で､強い精神力、人に感謝する心､感受性､友情を培う奥重な

　行事です。

邸体育周･文化層の部活動や､一高祭･瑞枝大会などの生徒自治会

　の活動が､活発に行われています。

(如希望者によるオーストラリア短期研修では､姉妹校のヘンりー高

　校での語学研修･凋文化体験を遡して､国龍感覚を淑きます。

C力学業･人物価秀な生徒に贈られる｢甲府繁一高等学校･同窓会禰

　学金jや､圭体的･創造的な活動を支援するr日新都全1など本

　校独自の奨学制度があります。

２志願してほしい生徒像

□)意欲的に学習に取り組むことができる生徒。

(2)幅広い教養を身に付けたいと思っている生徒。

(3)行動力があり、様々な事に積極的に取り組む生徒。

(4)社会に目を向け､人のために行動しようと思⊃ている生徒。

３前期募集選抜方法

(1)募集定員に対する募集率

　　普通科30％以内

　　英語科25％以内

(2)出国の条件

　Ｅ冒-－｢志願してほしい生徒像｣の項目に当てはまり、次の条

　　　　　　件A･条件Bのいずれかに該当する生徒。

ll;－●学習習慣が十分身に付いており､各教科の学習

　　　　に積極的に取り組んでいる生徒。

Eiﾖ珊各教科の学習に真面目に取り紹むとともに部

　　　　活動あるいは部活動以外のスポーツ､文化活動

　　　　において優秀な成績を収め、入学後も､その活

　　　　動を継続しようと考えている生徒。

EkUII志願してほしい生徒像」の項目に当てはまり、学習習

　　　　慣が十分身に付いており､各教科の学習に日々全力で取

　　　　り組むとともに、入学後も英語をはしめとする各教科の

　　　　高いレペルでの学習に取り組みたいと考えている生徒。

(3)面接

之iii=j 三上

」

加

奮

(4)本校で定める検査

　　検査方法検査内容
　　l■圖匹

匝圖 r実績を証明する管制による書類審査　１

　　　　　　　　　　　　　　　-ヽ－一一一一

〔5〕選抜朧料比重

　　区分
　　XZ匯－圃

調査書面接　作文　特技備考
Joに2」_lo［－|_

rrln疆IJO Do しlo l＿3o
l翌翌暴か洲の2o≒に訥

-　-
EEI㎜Joし匹｣_loしー｜

※調査需の取り扱いについて

学習の記録については､1学年から3学年の必須9教科の評定を

対象とし、評定合計を算出する際は､1学年の評定､2学年の評

定､3学年の評定の比を､1:1:2とします。

(6)その他

　　茜過料条件Ｂについては､出願の際に田25年度前期募集条件Ｂ

　　記入用紙|に実績を証明する資料(賞状、スコアブック､新聞記

　　事など)のコピーをA4版で添付してください。

　　｢H25年度前期募集条件B記入用紙｣は甲府第一高等学校のホー

　　ムページからダウンロードできます。

４その他

　平成25年度山梨県高鳴李校運動部強化指定

　アーチリJ－(男女)、テニス(剽

.･･ヽ.--‘/

ﾉ．．、

　ｓｉ四
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[5台革][本校は寛政年間甲府城南の弛に設‐された甲府李聞所を前搦とする

　　　　　　　官学櫓典館に淵源する。]

　　　　　　　　明治13年10月23日‥･｢中学教則｣に基づき山梨県中学校開設(創立記念日)

　　　　　　　　8月治20年3月･･･山梨県郎常中学校発足

　　　　　　　　明治32年4月･･･｢中学校令｣改正により山梨県中学校と改称

　　　　　　　　明治39年6目･･･山梨県立甲府中学校と改称

　　　　　　　　昭和23年4月･‥学制改革のため山梨県立甲府第一高等学校と改称

　　　　　　　　昭和55年10月…創立100同年記念式典挙行

　　　　　　　　平成3年4月…英語利設置

　　　　　　　　平成5年11月17日…校舎改築竣工式挙行

　　　　　　　　平成12年10月‥･創立120周年記念式典挙行

　　　　　　　　平成17年9目･‥ヘンリー高校(オーストラリア)姉妹校締結

　　　　　　　　平成19年3月…全県―学区の単独選抜の高校入試実施

　　　　　　　　平成22年10月…創立130周年配念式典

山梨県立甲府第一高等学校
=F40〔〕-0【】07山梨県甲府市美咲こ丁目13-44

TEL:055-253-3525･FAX :055-253-3527

URL http://www.first.kai.ad.jp/

モバイル版:http://www.first.kai.ad.jp/mobile
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